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Ｊ
Ａ
Ｓ
登
録
認
定
機
関
と
し
て
登
録
な
る

全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会

　　有
限
責
任
中
間
法
人
全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会

（
略
称
＝
全
木
検
、
理
事
長
＝
後
藤
隆
一
全
木
連
副

会
長
）
は
、
平
成
十
八
年
九
月
八
日
付
け
で
Ｊ
Ａ
Ｓ

法
に
よ
る
登
録
認
定
機
関
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
全
木
検
は
製
造
業
者
等
事
業
者
の
Ｊ
Ａ

Ｓ
の
認
定
ほ
か
関
連
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

　
全
木
検
は
、
本
紙
既
報
の
と
お
り
本

年
三
月
一
日
施
行
の
現
行
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に

よ
る
新
た
な
登
録
認
定
機
関
と
な
る
た

め
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。

　
新
た
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
施
行
に
よ
り
、

従
来
登
録
認
定
機
関
と
な
っ
て
き
た
全

木
連
検
査
部
の
組
織
で
は
、
登
録
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
別
組

一
面
　
全
木
検
が
登
録
認
定
機
関
と
な

三
面
　
木
材
需
給
見
通
し
を
見
直
し

　
　
　
新
閣
僚
に
期
待

四
面
　
訃
報
　
景
況
調
査

織
を
設
立
し
て
、
業
務
を
引
き
継
ぐ
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
旧
法
に
よ
る
全
木
連
の
登
録
認
定
機

関
と
し
て
の
地
位
は
、
新
法
の
施
行
に

伴
い
本
年
三
月
一
日
に
失
効
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
全
木
検
の
登
録
は
四
月
を

目
途
に
手
続
を
進
め
て
い
た
が
、
他
産

業
分
野
を
含
め
、
全
体
的
に
登
録
に
時

間
を
要
し
、
や
や
遅
れ
て
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。

　
同
様
に
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る

事
業
者
（
旧
法
に
よ
る
認
定
事
業
者
）

は
、
新
法
へ
の
移
行
期
間
と
し
て
の
三

年
間
、
つ
ま
り
平
成
二
十
一
年
二
月
末

日
ま
で
は
資
格
は
有
効
で
あ
る
が
、
そ

の
後
は
、
新
法
に
よ
る
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
全
木
検
は
、
そ
れ
ら
の
認
定
と
、
新

た
に
認
定
を
申
請
す
る
事
業
者
の
認
定
及

び
関
連
す
る
業
務
と
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
る
　
木
づ
か
い
応
援
団

二
面
　
違
法
伐
採
対
策
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　
ジ
開
設
　
検
査
員
研
修
会
を
開

　
　
　
催
　
催
し
物
を
拝
見
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違
法
伐
採
対
策
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　
違
法
伐
採
総
合
対
策
推
進
協
議
会

（
事
務
局
・
全
木
連
）
で
は
、「
合
法
木

材
ナ
ビ
」
こ
と
同
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
た
。
広
く
関
係
者
へ
の

情
報
提
供
と
意
見
・
質
問
の
場
に
す
る
。

ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
。

　　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
違
法
伐
採
問

題
に
つ
い
て
の
概
要
、
グ
リ
ー
ン
購
入

法
と
合
法
木
材
に
つ
い
て
、
ま
た
、
合

法
性
証
明
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

の
紹
介
の
ほ
か
、
合
法
木
材
供
給
事
業

者
の
業
界
団
体
認
定
に
つ
い
て
の
解
説

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
す
る
。

　
ま
た
、「
政
府
・
自
治
体
・
企
業
の
調

達
担
当
者
の
皆
さ
ん
へ
」、「
森
林
所
有
者

・
素
材
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
」、「
木
材
輸

入
業
者
の
皆
さ
ん
へ
」、「
木
材
流
通
・
製

材
・
加
工
業
者
の
皆
さ
ん
へ
」、「
一
般
消

費
者
の
皆
さ
ん
へ
」
と
い
う
よ
う
に
関

係
者
ご
と
に
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
別
に
関
連
情
報
が
取
り
出
し

易
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
購
入
法
が
改
正
さ
れ
、
本

年
四
月
か
ら
、
政
府
、
独
立
行
政
法
人

等
国
の
機
関
に
納
入
す
る
木
材
・
木
材

製
品
に
新
た
に
合
法
性
の
証
明
が
必
要

に
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ

の
流
れ
に
対
応
し
て
、
木
材
業
界
が
始

め
た
合
法
性
の
証
明
さ
れ
た
木
材
・
木

材
製
品
の
供
給
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
各

種
情
報
を
、
新
た
な
情
報
を
加
え
な
が

ら
提
供
し
て
い
く
。

　
木
材
に
関
す
る
催
し
物
が
多
く
開
か

れ
て
い
る
。
今
回
は
、
九
月
に
行
わ
れ

た
二
件
の
事
例
を
取
材
し
た
。

　
一
つ
は
、「
木
挽
と
そ
の
道
具
展
」。木

材
活
用
推
進
協
議
会
に
竹
中
工
務
店
が

協
力
し
て
開
催
さ
れ
た
。
同
協
議
会
は
、

東
京
原
木
協
同
組
合
が
日
常
の
組
合
活

　
　
　
検
査
員
研
修
会
を
開
催

　
全
木
検
は
、
認
定
業
務
に
あ
た
る
検

査
員
養
成
の
た
め
、
九
月
二
十
八
〜
二

十
九
日
の
両
日
に
、
事
務
所
所
在
地
の

永
田
町
ビ
ル
で
第
一
回
の
製
材
等
検
査

員
資
格
者
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
各
県
木
連
所
属
の
資
格
取
得
希
望
者

十
六
名
が
受
講
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
規
格
、
品
質
管
理
の
実
際
及
び
検
査

実
務
等
の
内
容
を
学
ん
だ
。

　
受
講
者
は
資
格
を
取
得
し
た
う
え
で
、

認
定
工
場
制
度
に
お
け
る
検
査
業
務
を

行
う
こ
と
と
な
る
。

　
全
木
検
と
し
て
は
、
登
録
認
定
機
関

と
し
て
の
初
の
研
修
事
業
と
な
る
。

　
　
http
://w
w
w
.g
o
ho
-w
o
o
d
.jp

催
し
物

拝
　　見

木
挽
と
道
具
展

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

動
と
は
別
に
、
木
材
業
界
全
般
に
役
立

つ
活
動
を
行
お
う
と
い
う
趣
旨
で
設
立

し
た
組
織
。
ま
た
、
竹
中
工
務
店
は
、

東
京
の
木
材
の
中
心
地
で
あ
る
江
東
区

に
東
京
本
店
が
所
在
し
、
神
戸
に
大
工

道
具
館
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
。

こ
れ
ら
が
縁
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。

　
東
京
で
は
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
、
竹
中
工
務
店
の
東
京
本
店
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
大
工
道
具
館
所
蔵
の
木
挽
道
具

や
木
挽
の
達
人
・
林
以
一
氏
の
道
具
な

ら
び
に
木
挽
の
作
品
と
も
い
え
る
銘
木

の
盤
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
こ
の
期
間

中
に
三
回
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
林
氏
に
よ
る
木
挽
の
実
演
等

が
行
わ
れ
た
。

　
十
月
か
ら
十
一
月
は
、
神
戸
の
大
工

道
具
館
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
る
。

　
九
月
七
日
に
行
わ
れ
た
実
演
に
は
、

多
く
の
見
学
者
が
集
ま
り
、
定
刻
の
前

か
ら
人
々
が
待
ち
受
け
る
な
か
、
木
挽

の
解
説
と
と
も
に
実
演
が
始
ま
っ
た
。

大
鋸
（
オ
ガ
）
と
呼
ば
れ
る
半
円
型
の

幅
の
広
い
身
の
厚
い
鋸
で
丸
太
を
水
平

に
挽
き
進
む
う
ち
に
、
深
川
木
場
の
木

遣
り
が
披
露
さ
れ
、
木
遣
り
の
声
が
朗

々
と
響
く
中
、
木
を
挽
く
音
が
重
な
り
、

一
種
幻
想
的
な
特
別
な
世
界
を
作
り
出

し
て
い
た
。
同
じ
製
材
作
業
で
も
、
通

常
の
機
械
挽
き
に
よ
る
製
材
と
は
異
な

る
何
か
が
感
じ
ら
れ
た
催
し
物
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
は
、「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６
」。フ
ィ
ト
ン
チ
ッ

を
読
ん
だ
木
材
関
係
者
も
多
い
と
思
わ

れ
る
が
、
今
回
特
に
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
及
川
氏
に
よ
る
講
演
で
あ
っ
た
。

　
文
化
財
を
収
蔵
す
る
倉
庫
の
内
装
材

と
し
て
、
木
材
を
使
用
す
る
場
合
、
材

種
に
よ
っ
て
は
、
文
化
財
に
化
学
的
な

変
化
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
研

究
報
告
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
ベ
イ
ス
ギ
」
を
使
用

し
た
場
合
、
収
蔵
物
の
金
属
と
顔
料
の

一
部
に
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
材
の
揮

発
成
分
中
の
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
が
主
因

と
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
化
学
的
な
分
析
は
専
門
家
に
任
せ
る

と
し
て
、
材
料
選
択
の
一
つ
の
目
安
に
、

用
途
と
揮
発
成
分
と
の
関
係
と
を
考
慮

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、

木
材
業
界
に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る
講

演
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
普
及
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
、
九
月
六

日
に
東
京
大
学
弥
生
講
堂
で
開
か
れ
た
。

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の
働
き
を
専
門
の
研

究
者
が
多
方
面
か
ら
解
説
し
た
。

　
講
師
と
演
題
は
、
谷
田
貝
光
克
氏

（
秋
田
県
立
大
学
木
材
高
度
加
工
研
究

所
教
授
）「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
、
そ
の
成

分
と
働
き
」、及
川
規
氏
（
東
北
歴
史
博

物
館
主
任
研
究
員
）「
収
蔵
庫
内
装
材
の

揮
発
成
分
と
そ
の
文
化
財
へ
の
影
響
」、

大
平
辰
朗
氏
（
森
林
総
合
研
究
所
樹
木

抽
出
成
分
研
究
室
長
）「
森
林
の
香
り
、

木
の
香
り
に
つ
い
て
」
、
中
村
祥
二
氏

（
資
生
堂
研
究
所
香
料
顧
問
）「
花
の
香

り
を
楽
し
む
」。以
上
の
四
氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
谷
田
貝
氏
と
大
平
氏
の
講
演
内
容
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
同
様
の
内
容
で
本

紙
で
も
取
り
上
げ
て
お
り
、
ま
た
、
実

際
に
他
の
機
会
に
講
演
を
聴
き
、
報
告
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需
給
量
は
８
６
４
７
万
K

　
　
　
　
　
林
野
庁
・
需
給
対
策
中
央
協

　
安
倍
新
内
閣
誕
生

　
　
　
　
　
　
関
係
閣
僚
に
期
待

　
林
野
庁
は
、
九
月
二
十
八
日
に
木
材

需
給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
今

年
三
月
に
策
定
し
た
平
成
十
八
年
の
木

材
需
給
見
通
し
の
見
直
し
を
行
い
、
今

年
の
需
給
量
に
つ
い
て
当
初
よ
り
、
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
、
二
万
一
千
k
下
方

修
正
し
、
前
年
比
〇
・
七
％
増
の
八
千

六
百
四
十
七
万
k
と
す
る
見
通
し
を
策

定
し
た
。

　
需
要
面
で
は
、
新
設
住
宅
着
工
数
が

前
年
を
上
回
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
製
材
用
と
そ
の
他
用
は
当
初

見
通
し
値
を
引
き
上
げ
、
わ
ず
か
な
が

ら
前
年
比
増
加
と
な
る
。
合
板
用
も
前

年
比
増
加
で
あ
る
が
、
供
給
事
情
か
ら

当
初
見
通
し
値
よ
り
は
下
が
る
。

　
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
に
つ
い
て
は
、

当
初
見
通
し
値
を
引
き
下
げ
、
前
年
比

は
微
減
と
な
る
。

　
一
方
、
供
給
面
で
は
、
国
産
材
、
輸

入
材
と
も
前
年
比
は
増
加
す
る
。

　
国
産
材
は
、
当
初
見
通
し
値
よ
り
は

下
が
る
が
、
前
年
比
一
・
五
％
増
加
の

一
千
七
百
四
十
三
万
八
千
k
。
輸
入
材

は
、
当
初
見
通
し
値
よ
り
は
増
加
し
、

前
年
比
〇
・
五
％
増
加
の
六
千
九
百
三

万
二
千
k
で
あ
る
。

　
輸
入
材
で
は
、
丸
太
、
チ
ッ
プ
は
前

年
比
減
少
だ
が
、
製
材
、
合
単
板
、
パ

ル
プ
、
そ
の
他
は
前
年
比
増
加
で
あ
る
。

丸
太

木
材
（
用
材
）
の
需
給
の
実
績
と
見
通
し

国
　　
　　
　　
産
　　
　　
　　
材

年
　　
次

総
数

合
板
用

需
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
要

製
材
用

パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用

そ
の
他
用

総
数

総
数

12
, 8
10

（
96
.9
）

〈
7,
95
1〉

（
98
.3
）

チ
ッ
プ

輸
　　
　　
　　
　　
　　
入
　　
　　
　　
　　
　　
材

供
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
給

工
場
残
材

林
地
残
材

総
数

丸
太

合
単
板

〈
7,
95
1〉

（
11
0.
8）

14
3

（
15
0.
5）

7,
89
7

（
92
.9
）

（
単
位
：
千

パ
ル
プ

）
K

そ
の
他

（
99
.0
）

8,
02
2

（
10
9.
4）

2,
29
4

4.〈
　
〉内
は
、
工
場
残
材
及
び
解
体
材
・
廃
材
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

5.（
　
）内
は
、
前
年
比（
％
）で
あ
る
。

6.
　数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

（
98
.9
）

34
, 7
66

（
99
.7
）

36
, 9
79

（
98
.9
）

（
10
0.
5）

（
10
0.
2）

12
1

（
　8
4.
6）

〈
7,
68
2〉

（
　9
6.
6）

71
, 0
36

（
98
.6
）

14
, 3
98

（
96
.9
）

14
, 0
88

（
10
2.
9）

24
, 3
37

（
98
.2
）

2,
45
6

（
10
7.
1）

当
初
見
通
し

87
, 1
91

2,
63
6

87
, 1
91

16
, 1
55

16
, 0
12

89
, 7
99

（
10
3.
0）

35
, 0
41

（
10
0.
8）

13
, 9
76

（
10
9.
1）

〈
7,
68
2〉

37
, 9
81

（
10
2.
7）

2,
80
2

（
10
6.
3）

（
10
3.
0）

16
, 5
55

（
10
2.
5）

16
, 4
34

（
10
2.
6）

73
, 2
45

（
10
3.
1）

14
, 3
29

（
99
.5
）

14
, 4
68

（
10
2.
7）

8,
58
7

（
10
8.
7）

25
, 1
12

（
10
3.
2）

8,
29
2

（
10
3.
4）

製
材

89
, 7
99

（
10
8.
1）

平
成
15
年

16
年

18 　 年

88
, 8
57

（
95
.6
）

32
, 9
01

（
93
.9
）

12
, 5
86

（
90
.1
）

〈
7,
97
4〉

37
, 6
08

（
99
.0
）

2,
76
3

（
98
.6
）

85
, 8
57

（
95
.6
）

17
, 1
76

（
10
3.
8）

17
, 0
33

（
10
3.
6）

14
3

（
11
8.
2）

〈
7,
97
4〉

（
10
3.
8）

68
, 6
81

（
93
.8
）

12
, 1
19

（
84
.6
）

13
, 3
05

（
92
.0
）

7,
95
0

（
92
.6
）

25
, 2
58

（
10
0.
6）

7,
64
9

（
92
.2
）

（
97
.8
）

86
, 4
91

（
10
0.
7）

32
, 6
77

（
99
.3
）

13
, 2
18

（
10
5.
0）

〈
7,
36
2〉

37
, 8
22

（
10
0.
6）

2,
77
4

（
10
0.
4）

86
, 4
91

（
10
0.
7）

17
, 6
96

（
10
3.
0）

17
, 5
75

（
10
3.
2）

12
1

（
84
.6
）

〈
7,
36
2〉

（
92
.3
）

68
, 7
95

（
10
0.
2）

12
, 1
05

（
99
.9
）

13
, 3
42

（
10
0.
3）

7,
77
8

（
97
.8
）

25
, 4
78

（
10
0.
9）

7,
64
9

（
10
0.
0）

2,
44
3

（
10
1.
7）

86
, 4
70

（
10
0.
7）

33
, 0
76

（
10
0.
5）

12
, 8
38

（
10
2.
0）

〈
7,
76
9〉

37
, 5
46

（
99
.8
）

3,
01
0

（
10
8.
9）

86
, 4
70

（
10
0.
7）

17
, 4
38

（
10
1.
5）

17
, 2
95

（
10
1.
5）

14
3

（
10
0.
0）

〈
7,
76
9〉

（
97
.4
）

69
, 0
32

（
10
0.
5）

11
, 9
92

（
99
.0
）

13
, 6
22

（
10
2.
4）

8,
09
5

（
10
1.
8）

24
, 9
30

（
98
.7
）

7,
74
5

（
10
1.
3）

2,
64
8

（
11
0.
3）

　
木
材
需
給
見
通
し
を
下
方
修
正

　
安
倍
新
内
閣
が
九
月
二
十
六
日
に
誕

生
し
、各
閣
僚
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ
た
。

　
木
材
産
業
界
に
と
っ
て
、
な
じ
み
の

深
い
人
物
も
い
る
の
で
、
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
農
林
水
産
大
臣
の
松
岡
利
勝

氏
（
熊
本
３
区
・
衆
議
院
議
員
）。言
う

ま
で
も
な
く
、
林
政
関
係
議
員
の
代
表

格
。
林
野
庁
の
出
身
で
、
国
会
で
は
農

林
水
産
委
員
長
、
党
で
は
林
政
基
本
問

題
小
委
員
長
。
ま
た
、
農
林
水
産
副
大

臣
を
歴
任
し
、
農
林
水
産
関
係
の
経
験

は
豊
富
。
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
、

農
産
物
の
輸
出
促
進
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
、取
り
組
む
課
題
は
多
い
。

選
挙
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
、
最
近
は

人
柄
が
ま
る
く
な
っ
た
と
の
評
判
。

　
次
い
で
、
環
境
大
臣
の
若
林
正
俊
氏

（
長
野
選
挙
区
・
参
議
院
議
員
）。民
主

党
の
地
盤
が
固
い
選
挙
区
で
長
年
奮
闘
。

こ
ち
ら
も
農
林
省
の
出
身
。
木
材
産
業

に
も
理
解
が
あ
る
。
木
材
業
界
は
、
環

境
省
と
は
焼
却
炉
の
規
制
問
題
な
ど
で

何
か
と
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
が
、
新

大
臣
の
誕
生
で
風
通
し
が
良
く
な
る
こ

と
に
期
待
。
さ
ら
に
は
、
懸
案
の
「
環

境
税
」
に
つ
い
て
、
松
岡
大
臣
と
の
コ

ン
ビ
で
の
活
躍
を
早
く
も
期
待
す
る
声

が
出
て
い
る
。新
聞
記
者
の
質
問
に
は
、

「
水
源
税
」
の
失
敗
を
例
に
し
て
「
環

境
税
」
は
広
い
理
解
を
得
る
こ
と
が
重

要
と
説
く
。
一
方
、
京
都
議
定
書
の
削

減
目
標
達
成
に
は
前
向
き
な
発
言
も
。

　
次
い
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
柳
澤
伯

夫
氏
（
静
岡
３
区
・
衆
議
院
議
員
）。党

税
調
会
長
と
し
て
、
税
の
専
門
家
と
し

て
の
顔
が
有
名
だ
が
、
古
く
か
ら
、
木

材
業
界
へ
の
理
解
が
深
い
。
閣
僚
経
験

も
豊
富
で
活
躍
に
期
待
。

　
最
後
に
、
官
房
長
官
の
塩
崎
恭
久
氏

（
愛
媛
１
区
・
衆
議
院
議
員
）。自
民
党

に
あ
り
な
が
ら
党
の
垣
根
を
越
え
て
若

手
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。
木
材
業
界
と

の
付
き
合
い
は
ま
だ
日
が
浅
い
が
、
父
上

の
塩
崎
潤
元
衆
議
院
議
員
は
、
か
つ
て
の

「
林
産
議
員
懇
話
会
」
の
幹
部
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
。官
房
長
官
は
重
責
で
あ
り
、

一
業
界
に
目
を
向
け
て
い
る
余
裕
は
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

2,
40
1

17
年

見
通
し

資
料
：
平
成
15
年
～
平
成
17
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。

　　
注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

　　
　　
　　
2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

　　
　　
　　
3.
輸
入
の
構
造
用
集
成
材
は
、
需
要
の
そ
の
他
用
、
供
給
の
そ
の
他
に
含
ま
れ
て
い
る
。
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成18年10月25日（水曜日） （第583号）（第三種郵便物認可）

　
全
木
連
特
別
顧
問

　
　
　
　
公
平
秀
藏
氏
逝
去

　
全
木
連
特
別
顧
問
の
公
平
秀
藏
氏
が
、

九
月
十
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
八
十
八

歳
だ
っ
た
。

　
葬
儀
は
、
九
月
二
十
日
に
通
夜
が
、

二
十
一
日
に
告
別
式
が
公
平
家
と
全
木

連
の
合
同
葬
と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
内

の
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長

男
の
陽
雄
氏
。
葬
儀
委
員
長
は
中
村
清

元
会
計
検
査
院
長
、
副
委
員
長
を
庄
司

橙
太
郎
全
木
連
会
長
、
渡
辺
茂
元
全
木

協
連
会
長
が
つ
と
め
た
。

　
大
正
六
年
十
一
月
一
日
、
山
形
県
生

ま
れ
。
宇
都
宮
高
等
農
林
卒
業
、
昭
和

十
五
年
農
林
省
に
入
省
。
終
戦
を
経
て

長
く
林
野
庁
に
勤
務
。
昭
和
四
十
六
年

か
ら
高
知
営
林
局
長
を
務
め
、
四
十
八

年
に
退
官
。

　
そ
の
後
、
全
木
連
に
移
り
、
全
木
連

常
務
理
事
、
全
木
協
連
常
務
理
事
と
な

る
。
専
務
理
事
、
副
会
長
を
務
め
、
昭

和
六
十
三
年
に
退
任
し
、
特
別
顧
問
に

推
戴
さ
れ
た
。

　
こ
の
間
、
当
時
の
各
会
長
の
も
と
で
、

全
木
連
の
財
政
の
立
て
直
し
、
木
材
産

業
界
の
不
況
対
策
、
林
産
物
貿
易
問
題
、

製
材
工
場
対
策
と
再
編
整
備
な
ど
を
指

導
し
た
。
ま
た
、
木
退
共
、
政
治
連
盟

の
設
立
を
は
じ
め
、
現
在
あ
る
林
業
・

木
材
関
係
団
体
の
設
立
に
深
く
関
わ
っ

た
。

　
昭
和
六
十
三
年
に
勲
三
等
瑞
宝
章
を

受
章
し
て
い
る
。

18年9月分集計表
モニター数66　　回答数49　　回収率74％

増加51％（25）
増加43％（21）
上昇67％（32）
上昇84％（41）

増加31％（15）
増加23％（11）
上昇63％（31）
上昇67％（33）

強　含　み
70％（31）
70％（28）
78％（32）
32％（14）
64％（27）

増　　加
25％（13）

減少　4％（　2）
減少10％（　5）
下降　2％（　1）
下降　0％（　0）

減少　8％（　4）
減少　8％（　4）
下降　2％（　1）
下降　0％（　0）

弱　含　み
　5％（　2）
　2％（　1）
　2％（　1）
　0％（　0）
　2％（　1）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
25％（11）
28％（11）
20％（　8）
68％（30）
34％（14）

変らず
75％（39）

変わらず45％（22）
変わらず47％（23）
変わらず31％（15）
変わらず16％（　8）

変わらず61％（30）
変わらず69％（33）
変わらず35％（17）
変わらず33％（16）

モニター数109　　回答数83　　回収率76％

増加54％（43）
増加33％（27）
上昇38％（30）
上昇62％（49）

増加44％（34）
増加35％（28）
上昇29％（23）
上昇51％（41）

強　含　み
63％（26）
59％（19）
77％（27）
39％（27）

1ヵ月以内
62％（13）

減少　4％（　3）
減少19％（15）
下降　2％（　2）
下降　0％（　0）

減少　6％（　5）
減少10％（　8）
下降　0％（　0）
下降　5％（　4）

弱　含　み
　2％（　1）
　0％（　0）
　0％（　0）
　4％（　3）

1ヵ月以上
　9％（　2）

保ち合い
35％（14）
41％（13）
23％（　8）
57％（39）

1ヵ月
29％（　6）

変わらず42％（34）
変わらず48％（39）
変わらず60％（48）
変わらず38％（30）

変わらず50％（39）
変わらず55％（44）
変わらず71％（57）
変わらず44％（36）


